
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回講習会 

9月 12日 

写真：2020 年 9月 18日山梨日日新聞より 

 



 

≪8月 29日事前説明会の様子≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

≪開講式と第 1回講習会（9月 12日）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

≪第 2回講習会（9月 26日）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県障害福祉課講義 

講義用アクリル板消毒 

グループワーク・情報交換会 

開講式：山梨県会議員挨拶 

参列者と受講生の紹介 

講義の様子 

配 布 資 料 



 

外出同行支援実習 自己チェックシート 

 令和 3 年 3 月 13 日修了予定の「失語症者向け意思疎通支援者養成講習会」では、このコロナ禍の中、順調

に 

講習会は進み、支援者 16名は予定どおり 12時間の講義と 28時間の失語症当事者とのコミュニケーション支

援や外出同行支援実習に取り組んでいます。支援者には失語症当事者と会話するのが初めてという人もおり、毎

回 

コミュニケーション対応に苦心しながらも誰もが“当事者の力になりたいから不安だけど頑張る”と意気込みを

語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出同行支援実習Ⅰ なかとみ

和紙の里の団扇作り支援の様子 

コミュニケーション支援技法スタッフチェックシート 



 

外出同行支援Ⅱ（年賀状作り支援）を終えて ※支援者の意見交換より、抜粋  （支援者名は仮称） 

鈴木さん 短い言葉で会話をすることを心がけたい。当事者に文字を書いてもらうようにアドバ

イスするタイミングが難しかった。 

佐藤さん 学ぶことがたくさんあった。自分も見習いたい。コミュニケーションでの観察するこ

とをしていきたい。 

高橋さん 当事者を前に緊張してしまう。始めの声かけにつまりやすい。待つことを前回学んだ

ので待つことを意識して実践できたのでよかった。相手に言葉を提供するツールがまだ

不十分なのが反省点。 

田中さん せっかちになってしまう。気を付けて、相手の表情を観察しながら、アドバイスでき

た。 

伊藤さん 年賀状づくりという課題があったのでよかった。人見知りなところがあり、自分の声

かけで相手がどんな反応か、表情を見てしっかりわかっているか意識できた。当事者の

気持ちを読み取るのは経験が必要だが、表情をみて気持ちを汲み取ることを意識した

い。 

渡辺さん    １対１の初めての支援。これからの支援を考えさせられた。自分が仕事柄、「軽い」

（体の障害や言葉の障害）とまず思ってしまったことが相手に伝わってしまったのか、

当時者に感じさせてしまった。反省した。関係づくりについて勉強になった。 

山本さん 当事者がすごく前向きだった。左手でノートにいっぱい練習していた。最初の声かけ

が苦手で他支援者に助けてもらった。支援について「のり押さえましょうか」と聞くと

「いい」と言われ一歩引いてしまった。よかったのか。どうすればよかったのか。 

中村さん 会社の上司に手伝ってもらいロールプレイの練習してきた。当事者は話をするのか好

きではないと言われてしまい困ったが、字を書く練習を頑張っていることを教えてくれ

た。不安などが表情に出やすいのが課題。マスクでよかった。表情に出ないようにした

い。 

加藤さん どんな年賀状にするのか、見守った。自分で絵を描くことを選ばれた。「あけまして

（改行）おめでとう（改行）ございます」と書くところ「あけまして（改行）ございま

す」と書かれてしまった。隙間があったので後から付け足すことができたが、一緒に文

を読みながら確認できるとよかった。 

吉田さん コミュニケーション力のある方（すらすらしゃべってくれたので）、でも文字を写して

書くことは話しことばとは違かった。色選びなど、対人援助をするのであって支配であ

ってはいけない。支援と支配の境目がわかった。 

山田さん 難しかった点、当事者者の最適な支援の方法は？やりすぎと足りないの差が難しい。

目指すは自己決定ができるように支援すること。 

山口さん 毎回不安。絵や文字、当事者がどのくらい力を持っているのか？どこまで一人できき

るのか、何が必要なのかを見極めて支援することが大事。支援者も当事者も十人十色。

色々な支援者がいてよかった。 

 

支援者の表情が浮かぶような意見交換の内容でしょう。失語症患者さんといつも接している STには慣れて

いる会話援助場面ですが、一般の方々にとってどのくらい大変なことか、実習では毎回認識しながらも、私た

ちの仕事ってすごい！！と改めて STの専門性を感じている運営委員たちです。 


